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で
、
至
る
所
、
新
激
徒
の
保
護
を

う
け
、
彼
等
の
国
巳
州
鰻
9
導
。
島
a
を
高
唱
し
つ
、
、
移
住

し
π
の
で
あ
る
○
異
襟
な
る
チ
ロ
ル
函
間
風
俗
の
、
老
幼

男
女
の
移
住
民
糊
が
、
各
地
方
の
注
意
を
喚
起
し
た
の
は

蓋
し
大
な
る
も
の
で
あ
っ
弛
○
ゲ
」
グ
は
是
物
語
を
、
其

幼
時
に
論
い
元
の
で
あ
る
G
（
司
霧
自
警
日
に
、
移
佳
民
の

各
地
方
に
於
け
る
、
瓶
呪
を
詳
に
す
。
）
而
し
て
是
の
団
巳
7

σq

?
誉
慈
9
は
、
日
）
さ
H
或
翻
窃
①
器
。
｝
δ
瓢
。
。
ぎ
9
需
の

U
幽
巴
の
揮
を
見
る
に
足
る
興
昧
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

愛
に
掲
曇
る
事
こ
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
㎜
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ル
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グ
移
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民

　
H
σ
貯
P
ヨ
・
ヨ
①
尾
国
×
紀
聖
μ
び

〉
ω
o
夢
＝
問
ヨ
一
8
プ
話
げ
2

護
診
け
ゴ
石
目
げ
∋
一
回
二
ω
α
O
昌
ρ
ノ
「
9
8
ユ
ヨ
“
島

C
旨
Ω
O
潔
O
G
a
＜
『
O
訴
く
Φ
耳
目
①
岡
σ
P
齢

　
蜜
。
一
〇
〇
離
℃
聖
プ
彗
ヨ
岡
葺
。
帥
一
δ
ω
官
（
鉾

ゼ
＜
o
剛
亀
⑰
一
ノ
ζ
o
答
匿
0
9
ロ
ゴ
。
σ
2

H
）
髪
岡
目
≦
白
団
島
窪
チ
嬬
一
乙
む
。
℃
o
暮

｛
P
昌
お
胎
蔵
O
ヨ
誕
0
巴
N
O
一
〇
ρ
げ
？

　
移
民
の
第
一
團
が
・
、
伯
林
に
到
着
し
π
の
は
、
Q
。
O
・
勘
窟
・

鳥
Q
ゆ
憩
夕
頃
で
あ
る
が
、
聞
霧
ω
ヨ
9
岬
三
に
は
、
軽
き
〔
す
μ
犀

σ
毎
び
Q
2
禁
O
鴨
に
着
し
把
檬
に
記
載
し
、
く
O
鉾
N
↓
硲
⊆

1
9
・
護
窺
・
羅
告
Ω
餐
ゆ
　
に
は
、
王
が
ポ
ツ
タ
ム
郊
外
に
於
て
、

食
事
を
せ
し
め
沈
事
を
記
載
し
て
あ
る
。
王
は
各
男
子
に

ム
・
o
δ
節
g
窪
を
、
各
女
人
に
、
ω
．
Ω
δ
ω
。
訂
p
を
、
各
小

駅
児
に
、
o
・
○
δ
い
穿
。
コ
を
與
へ
、
彼
等
を
更
に
、
同
」
巳
努
琴
＝

に
湛
っ
セ
の
で
あ
る
が
、
移
住
民
は
全
部
に
於
て
、
實
に

大
凡
8
・
。
9
二
㍉
”
已
野
咲
を
鋒
し
て
居
る
。
（
精
細
の
撒
は

融
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號

山ハ

ｪ
　
　
（
四
五
五
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不
朋
Q
I
一
部
は
勃
8
蜜
p
を
経
て
、
海
上
東
方
に
向

ひ
、
或
は
叉
b
窪
Ω
塁
捧
に
赴
く
。
）
王
姓
は
移
佳
民
の

一
團
を
、
嵐
○
菩
冒
二
の
庭
園
に
、
食
事
せ
し
め
た
事
が

あ
る
。
守
遷
①
の
風
俗
薔
は
、
蓋
し
是
時
の
、
王
批
の
命

に
由
っ
て
、
成
っ
た
も
の
で
あ
る
○
叉
伯
林
よ
り
　
ζ
叶
学

ゴ
舅
2
に
至
る
の
歌
祝
は
、
資
料
極
て
乏
し
い
○
唯
王
が

同
地
方
に
、
数
多
の
家
屋
を
建
造
せ
し
め
、
且
莫
大
の
金

額
を
、
之
に
鴻
費
し
た
事
が
、
極
め
て
散
漫
に
、
諸
書
に

鵠
て
居
る
Q

　
移
佳
民
の
、
ω
m
二
豊
と
お
地
方
よ
り
、
目
黒
鴨
ぎ
に
至
る

行
路
を
見
る
時
は
、
彼
等
が
宗
敷
領
を
、
さ
け
て
居
る
事

を
知
る
○
是
等
地
方
に
於
て
は
、
彼
等
の
麺
行
を
許
さ
ぬ
Q

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
翠
雲
に
於
て
も
、
奮
敷
徒
は
移
往
民
を

市
中
に
宿
泊
せ
し
め
躍
爲
、
彼
等
は
郊
外
、
○
ざ
門
ξ
塁
O
二

に
宿
泊
し
把
O
（
〈
O
い
ω
ぎ
8
N
お
9
鑓
巴
．
ρ
岱
・
メ
貼
穀
蓉
酬
・

齢．

�
ﾋ
）
第
一
路
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、
　
≧
面
吾
霞
源
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毒
【
三
、
へ
答
7
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〔
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。
亭
Z
奪
三
冒
黛
σ
q
壼
訟
〉
．
「
の
三
7
0
0
「
？
N
Φ
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二
ン
く
①
7
鵬
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髭
の
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一一

H
｝
オ
婆
⇔
重
工
路
は
￥
（
A
）
は
、
〉
二
験
ぴ
ξ
σ
q
・
⊆
旨
句
罠
－

妾
出
論
P
＞
臼
㍉
H
b
詳
）
臥
⑳
と
。
き
同
（
8
）
は
、
　
〉
＝
σ
q
号
母
鱒

d
ぼ
で
閃
茜
三
免
亀
雫
0
9
。
c
。
。
0
7
寓
田
影
。
く
0
7
切
舞
ピ
一
蕊
。
ヲ
く
巨
峯
竃
9
の

（
『
夏
「
σ
q
士
負
ぎ
で
あ
る
。
之
を
歴
史
地
理
的
に
見
れ
ば
、

移
住
民
は
　
ぎ
ヨ
σ
琢
堕
　
≦
幹
昏
竃
喚
　
竃
⇔
凶
§
・
司
馬
飢
ρ

等
の
、
寝
敷
領
を
さ
け
、
調
色
。
訂
㏄
簿
外
ρ
ぼ
。
げ
Φ
轟
。
ぎ
葺
－

㏄
。
ぎ
H
」
m
二
箆
。
を
試
み
、
或
は
甲
H
霧
ω
。
苧
∩
窃
。
。
魯
H
H
9
き
。
く
負

等
の
、
親
プ
ロ
イ
セ
ン
、
領
を
、
撰
ん
だ
も
の
で
。
自
然
地

理
的
に
観
れ
ば
、
全
く
當
時
及
現
今
の
、
交
通
要
路
に
添

ふ
て
居
る
○
即
ち
写
斜
三
ぐ
甘
舜
を
さ
け
、
単
N
・
b
o
σ
こ

鎧
6
暮
①
H
－
0
9
・
ご
、
　
写
ρ
警
。
〒
≦
－
巴
畠
の
峡
路
を
過
ぎ
、

しり

巣
ﾂ
河
流
域
を
、
北
濁
李
原
に
出
で
。
或
は
叉
G
∩
。
｝
著
昌
・

↓
o
農
霧
器
を
、
　
乞
。
穿
霞
流
域
に
沿
ひ
、
　
甲
H
二
型
O
。
ぴ
・

§
μ
｛
三
二
σ
q
－
芝
・
の
閲
を
曾
て
、
北
島
李
野
に
出
て
。
或
は
又

鷺
鍵
N
西
邊
を
経
て
、
北
濁
李
原
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
ザ
ル
ブ
ル
ク
移
住
民
招
致
の
、
事
業
の
結
果
に
就
．
て
は

祉
會
政
策
上
の
議
論
こ
し
て
、
O
・
ω
9
ヨ
。
一
軍
が
、
い
苧

　
　
　
轄
η
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
ザ
ル
ン
プ
ル
グ
移
住
民

貼
δ
窪
。
或
一
）
（
）
ゴ
ヨ
の
反
醤
論
を
辮
罪
し
て
居
る
。
（
し
。
6
7

白
。
濠
㍗
U
同
G
＝
c
奮
ω
曾
烈
9
し
【
滲
舞
剛
9
μ
〔
ジ
ミ
。
二
・
一
α
γ
．

冒
穿
7
〔
し
Q
6
剛
】
二
R
o
⇒
斜
く
。
完
葺
。
。
h
。
。
8
凶
m
二
〇
男
9
凶
古
く
．
同
ご
・

嫁
ご
Q
Q
・
沁
O
〕
墾
照
）
ご
に
か
く
、
困
M
轟
○
年
頃
に
至
て
は
、
警

デ
、
宗
敷
載
孚
、
他
民
族
侵
入
、
叉
疫
病
等
に
由
て
荒
圧
し
π

る
東
．
プ
ロ
イ
セ
ン
か
、
相
互
の
住
民
あ
る
、
地
域
こ
な
つ
、
π

事
は
朋
で
あ
る
。
内
地
殖
民
の
事
業
の
、
成
っ
π
事
は
明
で

あ
る
○
之
に
就
て
は
、
前
記
著
書
中
の
島
。
H
捧
剛
嬉
巳
凱
δ
】
ハ

磐
琶
興
の
通
知
に
噛
す
る
記
事
○
叉
殖
民
前
の
歌
侃
に
就

て
は
、
同
じ
く
ω
畠
B
o
浮
尻
の
く
巽
霧
霊
台
ω
σ
q
。
8
露
。
ゴ
一
。

に
引
用
し
把
、
｝
W
p
鐸
？
O
σ
旦
“
互
膏
℃
暁
ゆ
二
騎
ω
2
ω
の
記
述
を
、

参
考
す
る
要
が
あ
る
。
而
し
て
南
方
よ
り
の
移
住
民
が
、
交

化
的
に
、
高
級
の
勢
働
者
で
あ
っ
重
事
も
肯
定
せ
ら
れ
る
Q

＜
o
器
・
獣
茜
　
鵠
9
に
ρ
（
ゴ
N
．
メ
⑯
o
覧
酬
二
霜
ω
1
9
に
、
日
○

　
二
国
。
励
げ
。
ゴ
五
部
p
9
二
〇
プ
・
儀
陶
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ω
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冒
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巽
昌
o
o
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ぴ
？

　
脇
露
⇔
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P
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剛
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O
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＝
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臨
q
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O
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汚
瓢
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O
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〇
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プ
鐸
・
鵠
q
　
く
O
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筆
頭
¢
O
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第
圧
巻
・
　
叢
　
設
　
　
ザ
ル
シ
プ
ル
グ
移
錠
斑

　
σ
q
o
ゴ
9
鴇
5
．
飢
p
し
∩
≧
葺
9
H
お
亀
p
p
o
ぼ
。
ヨ
、
旨
’
つ
畿
〇
三
〇
ぼ

　
瀞
デ
。
⇔
鉾
5
蟻
2
6
く
窪
．
二
〇
プ
↓
O
鉾
＾
（

　
　
　
　
三

　
前
節
．
に
於
て
、
内
地
殖
民
の
結
果
に
浮
す
る
導
管
、
及

評
論
等
を
省
略
し
た
こ
ご
く
、
ザ
川
ツ
ブ
ル
ク
移
住
民
招

致
の
政
策
の
、
政
治
史
的
、
叉
交
化
史
酌
輪
廓
を
、
記
述

す
る
事
も
、
紙
数
を
慮
り
て
省
略
す
る
G
蓋
し
西
洋
史
の

研
究
は
、
吾
國
に
於
て
は
、
文
献
の
徴
す
可
．
き
も
の
、
極

て
乏
し
き
爲
に
、
考
讃
風
靡
の
時
代
に
於
て
、
或
は
研
究

の
騰
載
を
成
さ
ぬ
。
是
の
ザ
〃
ッ
ブ
〃
ク
移
住
民
事
蹟
の

研
究
も
、
滞
下
中
、
多
く
抄
録
し
置
か
ざ
b
し
爲
、
僅
に

今
そ
の
零
細
を
集
め
、
之
を
僅
少
な
る
、
殊
に
十
七
八
世

紀
資
料
の
、
僅
少
な
る
も
の
に
就
て
悔
長
堤
し
た
の
で
、
ヤ

第
一
簿
に
あ
げ
遣
る
、
資
料
十
三
熱
中
、
四
種
に
過
ぎ
澱

も
の
が
、
吾
國
に
存
し
て
居
る
○

　
ザ
ル
ッ
ブ
川
ク
移
民
の
事
蹟
を
通
し
て
、
内
地
殖
民
の

政
策
、
之
を
廣
く
し
て
、
王
が
経
奇
策
の
¢
呂
○
ゑ
。
ζ
を

第
三
號

七
〇
（
四
五
七
）

得
ん
こ
す
る
人
は
、
前
掲
資
料
以
外
、
之
を
歴
史
的
3
1
一
観

る
こ
し
て
、

　
奢
凶
ぽ
Φ
一
簿
演
辞
麟
黛
O
山
）
冨
罠
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一
，
オ
曽
暮
三
璽
闘
し
つ
9
δ
　
♂
〈
ゴ
．
学

　
Q
り
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ゴ
p
浄
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一
）
o
H
三
汀
司
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≦
卍
μ
色
ヨ
い
≡
三
山
醇
囚
⇒
ω
汀
ヨ
2

　
罰
鐵
§
H
ご
巽
へ
ξ
馬
添
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騰
諸
…
霞
¢
　
（
◇
り
〉
き
巴
匂
・
二
白
け
N
①
騨
。
ξ
●

　
客
閃
・
オ
。
・
岩
．
。
・
・
。
・
困
論
い
）
　
ρ
図
詩
吟
瞬
麟
彫
誤
審
。
姪
蔚

　
H
）
〇
三
9
色
δ
O
錺
〇
三
9
μ
8
●
　
諺
σ
叶
●
｛
押
］
櫨
’
賛
押
囲
．
意
馬

　
b
）
陰
霧
●
ひ
い
○
心
9
F
器
．
N
N
あ
○
ρ

を
、
必
ず
一
転
す
る
要
が
あ
る
、
ザ
川
ツ
ブ
ル
グ
移
住
民

招
致
の
、
政
策
を
考
ふ
る
に
當
て
は
、
余
は
9
塁
㌣
》
す

含
島
を
¢
面
殖
民
地
に
就
て
、
猫
研
究
し
重
る
後
に
於
て

之
を
整
理
し
陀
く
思
ふ
○
今
是
稿
の
結
末
こ
し
て
は
、
僅

に
そ
の
一
般
を
、
記
し
て
み
る
事
こ
す
る
○

　
要
す
る
に
移
民
招
致
が
、
代
表
す
る
政
策
は
、
西
ア
フ

リ
カ
殖
民
政
策
の
、
二
軸
で
あ
る
○
王
が
耳
穴
蒐
集
ご
、

之
に
連
絡
す
る
工
蔑
奨
働
の
事
業
の
、
反
映
で
あ
る
Q
叉

莫
大
の
金
銭
を
費
し
て
購
ふ
沈
、
ポ
ツ
ダ
ム
且
入
電
の
、



軍
隊
精
練
の
中
途
で
あ
る
○
叉
最
興
暖
あ
る
文
化
史
的
観
．

察
に
於
て
は
、
売
時
の
唯
物
的
思
想
、
殊
に
簡
軍
な
る
数

理
的
推
論
の
、
表
現
で
あ
っ
て
、
全
然
畳
敷
的
な
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
モ
ラ
リ
ツ
ジ

ご
同
時
に
、
這
徳
的
に
何
等
の
、
緊
張
を
も
有
し
て
届
ら

鍛
O
プ
ロ
イ
セ
ン
が
、
ア
フ
ソ
カ
殖
民
地
を
、
保
持
b
得

ざ
る
は
、
勿
論
そ
の
地
理
ご
、
無
難
こ
の
理
由
に
、
．
基
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ト
レ
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セ
ベ
レ

も
の
で
、
　
d
⑦
σ
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9
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0
ζ
鋤
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の
勢
力
は
、
之
を
縛

じ
て
、
所
謂
困
彦
興
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距
誉
く
凶
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匹
§
σ
q
こ
な
る
Q
宗
敷
影
響

ω
・
プ
乏
g
●
も
9
・
湧
。
冨
↓
囲
膏
σ
q
等
に
由
り
、
且
疫
病
流
行

の
爲
に
、
甚
し
く
離
乳
し
セ
る
、
束
プ
η
イ
セ
ソ
地
方
を

し
て
、
生
産
的
地
域
π
ら
し
め
む
ご
す
る
事
ば
、
、
王
が
殖

産
漿
拗
税
法
改
革
、
叉
國
掩
蓄
財
の
事
業
ご
ゲ
致
す
る
○

向
d
り

　
（
ω
・
）
労
g
訂
σ
q
睾
、
臼
，
ご
識
。
塗
N
く
書
ぐ
ω
H
毒
＾
H
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周
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軽
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負
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ゴ
σ
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q
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。
｝
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屋
霧
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・
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9
①
。
。
ゴ
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